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概要

本稿は，国土交通省のいわゆる「キャリア組」事務官のキャリアを分析す

ることで，政府組織の幹部に必要な技能，人材の選抜，そして組織のインセ

ンティブシステムに関する示唆を得ることを目的とする。特に，わが国の公

務員制度において特徴的な制度である出向とその後の昇進の関係に着目する

ことにより，官僚組織における出向の持つ役割を検討する。主要な結果は以

下の通りである。同期の間で明らかな差がつくのは課長昇進時であるが，そ

れまでの比較的早い段階において，幹部候補とそれ以外の間で明確なキャリ

アの差が観察される。そのひとつの表れが出向であり，勤続 15年目以降の出
向はその後の昇進確率を明らかに低下させる。幹部候補の選抜に漏れた人々

でも，その多くは部長までは昇進が可能であるが，この際にも出向先となる

外部組織の部長相当ポストが有効に活用されている。これらの事実は，幹部

候補にとって外部での多様な経験はほとんど重要ではなく，出向は技能の獲

得と異なる目的で行われていることを示唆する。
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